
利根川・さかい河岸DMO（さかいまちづくり公社）T&S News 第0000号

T＆S
〈関係者の皆様へ〉

News

第0000号

利根川・さかい河岸DMO
 関係者向けニュースレター
◆プレ創刊号

令和６年2月15日発行

発行/ ㈱さかいまちづくり公社 
発行者：萩原扶美、渡邊竜一

関係者のみなさまとのより良いコミュニケーションのために

第0000号

株式会社さかいまちづくり公社は、平成31年3月29日にDMO候補法人として観光庁に登録されました。DMOとしての呼称は、

「利根川・さかい河岸DMO」といいます。

DMOは、観光地域づくり法人の略称で、地域の「稼ぐ力」を引き出し、地域への誇りと愛着を醸成する観光地域づくりの司令塔
として、域内の観光関連団体の皆様や、外部の多様な関係者と協同しながら、経営視点と明確なコンセプトに基づいた戦略を策
定し、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人を指します。弊社は地域商社として、地域の資源をブランド化し、生
産から加工まで一貫したプロデュースを行い、地域内外に流通販売していく事業を推進しています。ここに“稼ぐ観光”の活動
を強化しDMOの事業も推進していく所存です。活動を知っていただくため、今回プレ創刊号としてニュースレターを発行いたし
ます。今後は弊社のDMOとしての活動報告のほか、活動の中で入手した様々な統計データや観光まちづくりに関する制度や連携
を進める先進地域の事例などの情報をとりまとめてお伝えもしていきたいと考えております。

今回のプレ創刊号を機に今後は3か月ごとの15日に発行し、次回5月15日が創刊号となります。
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（利根川・さかい河岸）
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干し芋は茨城県の名産ではありますが、元々境町は産地ではありませんでした。焼き芋や干し芋の人気に目をつけて商品化。
今では1日最大800kgのさつまいもを使って干し芋を作っています。
この800kgのさつまいもから干し芋になるのは25％200kg分です。45％は水分、残った30％240kgは廃棄物となってしまいます。
しかし、さかいまちづくり公社はこの一次廃棄物を再生品化、二次廃棄物を紛体化し飼料等に活用して廃棄物をゼロにしていま
す。
残渣となる芋の切れ端などをペースト化し、それを「干し芋バター」として製造し、道の駅さかいにて販売しております。大変
な人気商品となっています。こうした工夫で、ふるさと納税の返礼品のラインナップとしても品目を増やす活動をしています。

干しいも製造と派生する関連商品は無駄を出さない工夫

SHEDブランドで販売している干し芋バター。
パンに塗ってトースターで焼くと香ばしく、バゲット
には塗った上から粗挽きコショウをふると白ワインの
お供に抜群です。
干し芋バター100g 瓶 １個756円（税込）

テレビ東京系「ガイアの夜明け」で境町が登場！

令和５年12月15日（金）22時放送のテレビ東京「日経スペシャル ガイ
アの夜明け」は、『返礼品は600種類！人気自治体が見据える「ふるさ
と納税」の先…』として、活況を呈するふるさと納税の取組み事例を特
集しました。弊社社長の野口富太郎は、境町のふるさと納税戦略の仕掛
人として登場し、返礼品として開発・製造する干し芋が、境町の新たな
産業となった開発秘話を紹介。さらに自動運転バス、アーバンスポーツ
パークなどの町の取り組みについても取りあげられました。
ふるさと納税寄付額が、８年連続で県内1位、６年連続で関東圏１位と
なった境町ですが、ふるさと納税制度が無くなった場合の将来を見越し
て、安定した事業が継続できるような返礼品の先にある商材探しと事業
化を目指している点も紹介されました。

テレビ東京「ガイアの夜明け」公式ページより
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道の駅さかい 年末年始に「歳末大感謝祭」「新春初売り」のイベントを実施

道の駅さかいでは12月29日(金）と30日（土）に歳末大感謝祭として年末年始にぴったりのタラバガニやタコを数量限定で販売し
ました。その他、第6回全国コロッケフェスティバルでグランプリを受賞した茨城県大洗町のカジマのズワイガニたっぷりコロッ
ケも揚げたて熱々で販売しました。
また、店内では年越しそばや御餅、新酒を販売し、年の瀬に足を運んでいただいたお客様に喜んでいただきました。

初売りは、１月２日（火）と３日（水）２日間の限定でイベントを開催しました。
２日は限定30袋の福袋が即完売となったほか、地元萩原酒造の徳正宗の甘酒を無料配布や境町で伝統と歴史ある新川はやしなみ
き組による華やかなお囃子の音色で盛り上がりました。
３日にはお楽しみガラポン抽選会を実施しました。道の駅さかいでのお買い物千円ごとに１回抽選会に参加でき、道の駅さかい
商品券、かに、茨城県産ブランド米パックライスなどの豪華景品を皆様にお持ち帰りいただきました。

４日間で、18,000人のお客様にご来場いただき、1,100万円の売上となりました。

DMO関係者向けニュースレター「T&S News」発行ルール

DMOの活動報告やパブリシティトピックスを関係者の皆様にお知らせするためのニュースレターです。
令和６（2024）年2月15日 プレ創刊号として発行。以降3か月ごと15日発行。創刊号は令和６年５月号です。
発行元は株式会社さかいまちづくり公社となります。
掲載内容は、「観光商品の造成について」「視察受け入れ報告」「新商品の発表」「スタッフや関係者の外部交流
（視察など）」「他の自治体や企業などとの連携・提携」「イベント開催実績やフェア・キャンペーンの実施内
容」「試食会・試作品の実施や進捗報告」「パブリシティ報道・放映・掲載内容」「観光関連に関する統計・デー
タ」などとなります。



第0000号 利根川・さかい河岸DMO（さかいまちづくり公社）T&S News 第0000号T&S News

沖縄県国頭村産業まつりへ出店

令和６年１月20日（土）～21日の２日間、沖縄県国頭村にて国頭村産業まつりが開催されました。「森と水とやすらぎの里 くに
がみ」をテーマに、国頭村の自然資源を生かした地産地消の取り組み推進や地域住民の交流を目的に毎年開催しています。
弊社は道の駅さかいとして出店し、干し芋、梅山豚の肉まん、一休揚げなど地元でも人気の商品を販売し、境町をおおいにPRし
てきました。境町の他にも、国頭村と姉妹都市盟約を締結している鳥取県岩美町・鹿児島県与論町が出店していました。

茨城県境町は、平成30年５月に「道の駅さかい」と「道の駅ゆいゆい国頭」が、友好交流協定を締結し、今年の５月で６年目を
迎えます。令和２年には道の駅さかい内に国頭村公設市場をオープンし、順調に売り上げを伸ばしていき３周年を迎えた昨年は
１億円を突破しました。特にレストランクイナで提供している猪豚そばが人気ナンバーワンで県外からもお客様が殺到していま
す。

２日間で、7,000人のお客様にご来場いただき、70万円の売上となりました。来場数は過去最高だそうです。

日頃より境町の観光まちづくりにご協力いただきありがとうございます。

弊社は平成28年8月に創業し、これまで地域商社として、地域商材の付加価値化と
販路の拡大を懸命に進めてまいりました。今後は交流の観点も強く視野に入れ、
観光庁の推進する観光地域づくり法人（DMO）の制度を活用し、利根川・さかい河
岸DMOとして、「稼ぐ観光」の仕組みづくりを進めてまいります。
境町の観光まちづくりにかかわる様々な方々には是非ご協力をお願いいたします。

株式会社さかいまちづくり公社
「利根川・さかい河岸DMO」

代表 野口富太郎
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